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はじめに 

近年、アフリカの「アフガニスタン化」（Afganistanization）の議論が欧米の専門家や

ジャーナリストの間で繰り広げられている。その火付け役は、フランスの有力なアフリ

カ専門家で、世銀やフランス開発庁（AFD）で実務経験を有し、現在はパリ政治学院教

授で国際関係戦略研究所（IRIS）（Institut des Relations Internationales et 

Strategiques）研究員のセルジュ・ミハイロフ（Serge Michailof）である。このミハ

イロフが 2015 年にフランスで出版した『Africanistan』がベストセラーとなったから

である。本稿は、ミハイロフの考察1を中心に、アフリカの「アフガニスタン化」を分

析することを目的とする。 

 

１．欧米におけるアフリカの「アフガニスタン化」（Afganistanization）の議論 

アフリカの「アフガニスタン化」と一口に言っても未だに一般化された言説ではなく、

アフリカ専門家の中で行われている議論に過ぎない。そして、欧州と米国では些か意味

する文脈が異なる。米国では、アフリカにおけるイスラム原理主義テロ勢力に対する

AFRICOM2のアフリカ大陸全体の活動に関する議論が中心である3。それに対し、欧州では、

サヘル（Sahel）地域4に限定されており、同地域におけるイスラム原理主義テログルー

プの跋扈とそれに対するフランスの対応に関するものが主要な論点となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 サヘル地域 



2 

 

欧州で、強調されているのは、サヘル地域が貧困、国家機能の脆弱性などにより、武器・

不法薬物等の不法取引、誘拐等組織犯罪の温床となっている点が、ソ連軍の撤退からタ

ーリバンによる政権が成立した時期のアフガニスタンの社会的特徴を想起させるとい

うことである。つまり、サヘル地域のマリやニジェール、チャドなどの政治経済状況が、

当時のアフガニスタンの社会状況に酷似しているという論点である。 

 

２．サヘル地域の危機 

2018 年現在、アフリカ大陸全体の人口は 12.5 億人である。一年に全体で 5-6000 万人

ずつ増えており、2050 年には、アフリカの人口は 25 億人、或いは 30 億人に達すると

言われている。2050 年には大陸全体では中国やインドを超え、ナイジェリアは 4 億人

に達するであろう。22世紀までアフリカの人口は増え続けるとされている。 

 

2050 年には、世界全体の４人に１人を占める見通しである。その６割を若年層が占め、

その人口数は現在の三倍以上となる。当然、若者の雇用や就職の機会は今日より著しく

減るであろう。世界各国の企業は経済成長と市場拡大などからビジネスチャンスを期待

するが、貧困の永続化や食料危機など、現在でも解決できていない問題は引き続き残っ

て行くであろう。こうした無職の若者が多数増えることは、政治的な危機も誘発する可

能性がある。アフガニスタンやシリアでの国家の崩壊の要因の一つは、こうした多くの

無職の若者の存在であった。 

 

フランス語圏のサヘル地域の諸国は、「脆弱な」国家が多い。アフリカは、成長と機会

と革新の大陸なのか、または経済的且つ社会的不平等が蔓延し、ジハーディストが跋扈

する不安定な大陸なのかという議論がある。答えは両方である。前者がアフリカの光と

希望であり、後者がアフリカの闇であり、アフリカが直面する課題でもある。後者のア

フリカを象徴するのがサヘル地域のフランス語圏諸国である。 

 

ミハイロフは、この点を『Africanistan』で力説しており、アフリカ大陸全体の経済成

長と発展及び人口増加から、市場の拡大や企業の参入の可能性しか見ない楽観主義的な

人々に警鐘を打ち鳴らしている。ミハイロフが語る「アフリカ」は、南アフリカやケニ

アを含んだアフリカ全体ではなく、サヘル地域のフランス語圏アフリカ諸国であり、マ

リ、ニジェール、ブルキナファソ、チャドなどである。ミハイロフは、無論、アフガニ

スタンとサヘル地域そのものをあらゆる角度から比較している訳ではない。サヘル地域

諸国は、アフガニスタンの様に 40 年に及ぶ血で血を洗うような紛争の歴史を有してい

るわけでもない。イスラム原理主義反政府勢力やそれを取り巻く社会集団もアフガニス

タンと比較すると少数派であり、政治行政機構もアフガニスタンよりは、強固であった。

しかし、共通の諸問題が多数存在する。政府がコントロール出来ない若年層の人口の増
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大、壊滅的な状態の農業、雇用の創出を見出せない政府の無策、貧困の増大と蔓延化、

若者の失望感、国家機構の脆弱性、反政府勢力の拡大、イスラム原理主義の跋扈、大量

の武器の流出5などである。こうした諸点から、アフガニスタンとフランス語圏サヘル

諸国の類似性が指摘されたのである。 

 

３．人口増加とイスラム過激派の跋扈 

特に重要なのが人口の急激な増大であった。アフガニスタンでは、ソ連が侵攻した際の

1979 年の人口増加率が－0.46％で、撤退完了の前年の 1988 年から 0.33％とプラス成長

に転じ、撤退完了の 1989 年には 2.02％になり、内戦が拡大していた 1993 年にピーク

を迎え 7.36％にまで達した6。ターリバン政権が成立した 1996 年の増加率も 4％台であ

った。この人口の急激な増加という要素がアフガニスタンの政治機構の崩壊に大きく関

与したと考えられる。  

 

サヘル地域のニジェールの人口増加も驚異的である7。現在は 7.0％を超えている。独立

時の人口は 3百万人程度であったが、2018 年現在 2000 万人に達する状況であり、2035

年には 4000 万人に、2050 年には 8900 万人に達するであろう。マリも同様である。独

立時は 200 万人程度で、現在 1800 万人に達している。ニジェール、マリ、ブルキナフ

ァソ、チャドだけで 2050 年には 2億人の人口を抱えることになる。 

 

この急激な人口増加と農業不振、不適切な農業政策が結びつき、食糧危機を引き起こす。

主要農業産業が危機的状態となるため、必然的に大量の失業者や夥しい数の無職の若者

を生み出す。経済成長の恩恵に浴することのなく、社会から疎外され、何もすることの

ないこうした若者が多数都市圏に溢れ出て、次第に反社会的組織、反政府組織、ジハー

ディストらとの関係を強め、違法行為に手を染め、彼らにリクルートされていくのであ

った。人口増加が、政治的不安定性に繋がり、テログループが町に溢れ出た無職の若者

をリクルートし、増大化していくという構図はアフガニスタンやシリア、イラクなどに

見られた現象である。 

 

こうした脅威は、単にサヘル地域やアフリカ大陸に留まらない。同地域のジハーディス

トが、移民として欧州諸国に流入し、テロを行う危険性もあるからである。こうした「移

民」の仮面を被った「テロリスト移民」の流入は、欧州諸国が現時点で抱える移民問題

をより複雑化することにもなるからである。 

 

4．解決策  

ミハイロフは特にアフリカにおける若年層人口の増大という特殊性に注目し、人口増大

とイスラム原理主義テロリストの跋扈との因果関係を明らかにしようとした。こうした
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危機に対し、ミハイロフはマリにおけるフランスの軍事介入は、サヘル地域の諸国家の

脆弱性の根源的な問題に全く触れていないので、短期的にしか有効でないと断じている。

それ故、解決策は彷徨する若者を包括的に統合させる開発計画を長期的な視点に立脚し

て、策定したものでなくてはならない。こうした開発計画を策定し、推進するのがドナ

ー諸国や国際機関の開発援助機関の役割であり、とりわけその開発計画が地方レベルで

の若者の雇用を創出し、収入を保証する活動の提供を目指すものでなければならないの

である。同様に政府を始めとする国家の様々な機構のキャパシティ・ビルディング、国

民に目を向いた公共機関、経済成長を促進する公的機関に変わっていくことが必要不可

欠であることは論をまたない。また、国際機関の援助、ドナー諸国の援助の単なるバラ

マキを避けるために、サヘル地域8の各国に各機関の援助を戦略的に統括する機関の設

置が必要である。同機関の機能は、被援助国で行われている単なる援助協調の枠組みを

超えるものでなければならない。 

 

他方で、軍事的には武力機構、とりわけ国軍の軍規の遵守の徹底や能力向上が必須であ

る。即ち、国軍の再編、立て直し及び強化である。 

 

イスラム原理主義テログループの跋扈を一国や一地域でコントロール出来ない場合、そ

の脅威が欧州諸国に「輸出」され、感染する可能性もある。それ故、場当たり的な対症

療法的な対応ではなく、諸悪の根源を絶やす体質改善的な対応が求められるのである。 

 

おわりに 

ミハイロフの一連の指摘や論考9は極めて重要な問題を提起する。サヘル地域では、特

にフランスの役割が重要である。何故なら、G7 諸国の中で、サヘル地域に歴史的に最

も深く関わりあい、知見や土地勘を有する国であるからである。また、マリに軍事介入

したばかりでなく、2014 年 8 月から Barkhane Operation10で軍を G5 サヘル（マリ、ニ

ジェール、モーリタニア、ブルキナファソ、チャド）に軍を展開させ軍事的支援を行っ

ているからである。 

 

G5 サヘル諸国（ブルキナファソ、マリ、モーリタニア、ニジェール、チャド）は、地

域の不安定化要因であるイスラム原理主義テロの脅威と反社会的組織犯罪の拡大に依

然として直面している。これらの共通課題に対する対応は、政治面、安全保障面、開発

面で行われなければならない。現在、フランスは、更に二つのイニシアティブを発揮し

てサヘル地域への支援を継続中である。1 つは G5 サヘル越境合同軍の創設である。G5

サヘル越境合同軍は 2017 年 7 月 2 日、マリの首都バマコで正式に発足した。同合同軍

は AU（アフリカ連合）及び国連安保理にも正式に認められている。そのミッションは

G5 サヘル域内のテロ、越境組織犯罪、人身取引に対する対策である。 
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もう 1 つはサヘル同盟で、主要なドナー諸国と G5 諸国との相互説明責任アプローチに

基づいている。サヘル同盟は 2017 年 7月 13 日、パリで、仏独両国の主導によって発足

した。この同盟にはサヘル諸国の 2国間・多国間の主要な開発パートナー諸国が参加し

ている。現在のメンバーはフランス、ドイツ、EU、AfDB、UNDP、世界銀行、イタリア、

スペイン、イギリスである。 

 

本当のアフリカの「アフガニスタン化」現象を避けるためには、包括的な対応が必要で

あり、多国間の枠組みで対処していかなければならないのである。対応が遅れれば、サ

ヘル地域の安定化も遅れ、国際社会は、20 年後にはより厳しい安全保障環境に直面し

なければならないであろう。 
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